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巻頭言

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）

　【トピックス】…前号以降（５/１）のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…注目情報の紹介，学習プログラムの紹介，

　　　　　　　　　視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
          ○------------------------------------------------------------------○

■巻頭言■
「事件は会議室で起きてるんじゃない！！現場で起きてるんだ～」

　映画・テレビドラマ「踊る大捜査線」の主役青島刑事演じる織田裕二さんの台詞です。

　教育の世界にも「現場」という言葉が使われることがあります。「教育現場」という言葉は辞書にありませんが，教育活動が実際に行われている場所の意味で使われています。

　学校教育の教育現場は，もちろん学校です。では，社会教育の教育現場は，どこなのでしょう？公民館でしょうか。図書館でしょうか?

　社会教育法が公布された当時の文部省社会教育課長の寺中作雄氏は，社会教育を次のように語っています。（「社会教育法解説」昭和24年　社会教育図書　P1）

「まことに社会教育は社会の中にある教育であり，生活の中にある教育であり，家庭，職場，団体等人間の至るところ起居，勤務，衣食等についてまわる教育なのである」

　つまり，社会教育の教育現場は「社会の中」「生活の中」です。具体的には「ご近所さん」から始まり地域社会，職場など，その人が生活していく上でかかわる場所すべてが社会教育の現場となります。

　学校教育が成り立つためには，学校に教育力があることが前提です。学校が人々から信頼されるためには，学校がしっかりとした教育力を持つ必要があります。

　では，社会教育の教育現場である私たちの「社会」には教育力があるのでしょうか？

　社会に教育力があると信じています。しかし，確立された学校教育と違い，社会の教育力は放って置くと潜在化してしまいます。「地域教育力の再生」が謳われていますが，地域から教育力が失われたのではなく，教育力は個々の人々の内に潜在し表に出しにくい現実があるのではないでしょうか。

　私たち社会教育関係職員の仕事は，そのような潜在化した社会の教育力を顕在化させることだと思います。そうすれば「社会」が本当の社会教育の教育現場になるはずです。

　今月10日，社会教育法は制定60周年を迎えます。（昭和24年6月10日公布施行）

　法制定時に寺中氏が述べられたように，社会教育が「まことに社会の中にある教育であり，生活の中にある教育」になるためにはどうすればよいか考える一日にしたいと思います。

（所長　新田　憲章）

■ぱれっと情報■
【トピックス】…前号以降（５/１）のＨＰ新着情報
★｢パイオニアスピリット実践セミナー｣参加者募集中！

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/paionia/semina21/index.html
★｢親の力｣をまなびあう学習プログラムの講座申込み募集中！

　  http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/katei/kateikyouiku.htm
【情報提供】

★注目情報の紹介

　平成21年度放課後児童クラブ指導員・放課後子ども教室安全管理員等研修会を次のとおり開催する予定です。
 【西部会場】

　　○日時：平成21年7月6日（月）9：30～16：00

　　○場所：広島県国民保険会館（広島市中区東白島町19-49）

 【東部会場】

　　○日時：平成21年7月8日（水）9：30～16：00

　　○場所：広島県東部総務事務所第３庁舎（福山市三吉町一丁目1-1）

★学習プログラムの紹介

　　　　子育て中のお母さんたちによる事業企画
　　　　　“思いをカタチにしてみませんか”　　　　（広島市口田公民館）
　子育て中の母親たちが，子育てにかかわるニーズを汲み取り，事業を企画・実施した事例です。公民館職員が，事業の全過程を通じて，様々な人とのつながり（かかわり）や事業企画講座に参加した母親たちの学習の高まりに着目して，学習支援を行っています。是非御覧ください。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kateisien/jirei%20kosodatekaasan.htm
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
○------------------------------------------------------------------○

■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報など，幅広い県内の学習情報は，「ひろしま　まなび　　ネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　　「パパと楽しむおはなし会」

　　＜６月13日（土）11:00～11: 50＞

　　　21日の父の日を前に，お父さんが絵本の読み聞かせ・紹介などを行います。

　　「おはなし会」（申込み不要・無料）

＜６月27日（土）11:00～11: 40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料

の読み聞かせ・紹介などを行います。

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
★縮景園（℡：082-221-3620）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/shukkeien/index.html
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）
　　http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
　　特別展

　　　第61回広島県美術展

　　　　＜６月30日(火)－７月12日(日)＞

　　　　　県民の創作活動の奨励と鑑賞会を提供するための公募展。

　　　　　個人搬入は６月６日（土）・７日（日）です。

　 　

　　所蔵作品展

　　　彫刻展示スペース　「広島ゆかりの彫刻家」

　　　　＜４月14日(火)－７月５日(日)＞

　　　　　平櫛田中《落葉》，圓鍔勝三《月夜の僧》，水船六洲《燭明り》な

　　　　ど木彫を中心に約10点を紹介します。

　　　第1室　「ルオー《受難》」

　　　　＜４月14日(火)－７月５日(日)＞

　　　　　フランスの画家ルオーの版画作品《受難》を特集します。キリスト

　　　　の受難をテーマにした同名の詩にルオーが自由に挿絵を描きました。

　　　第2室　「南薫造の留学時代」

　　　　＜４月14日(火)－７月５日(日)＞

　　　　　安浦町出身で「日本の印象派」といわれる南薫造。約100年前に留

　　　　学したヨーロッパでの研究成果や生活を，作品と資料で紹介します。

　　　第3室　春から夏へ
　　　　＜５月19日(火)－６月28日(日)＞

　　　　　次第に陽射しの強くなるこの季節。春から夏にかけての様々な情景

　　　　を描いた作品を集めました。

　　　第3室　「動物大集合！」
　　　　＜６月30日(火)－８月９日(日)＞

　　　　シカにキツネにサルにウシ…。日本画に描かれた動物たち。写実的

　　　　な描写から大胆なタッチまで，その表現は実に多彩です。

　　　第4室　「金属の魅力―広島ゆかりの金工作家」

　　　　＜４月７日(火)－６月28日(日)＞

　　　　　日本では，「五金」（金，銀，銅，錫，鉄）と，その合金を素材と

　　　　した金工作品が制作されます。清水南山，林万寿人，伊藤顕など広島

　　　　出身の作家の作品を紹介します。

　　第4室　「アジアの染織」
　　　　＜６月30日(火)－９月27日(日)＞

　　　　インド，インドネシア，中央アジアなどの各地域の多様な染織の世

　　　界を紹介します。

★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　　開館３０周年記念　春の特別企画展「弥生の都・吉野ヶ里遺跡」　　　　

　　　　＜４月23日（木）～６月14日（日）＞
　　　　全国的に有名な弥生時代の巨大集落である吉野ヶ里遺跡（佐賀県）

　　　の出土遺物を一堂に会すとともに，邪馬台国研究の現状や県内の代表

　　　的な出土遺物なども紹介します。
　　　　　《入館料》　一般 500 円（400 円)  高・大学生 380 円（300円）

　　　　　　　　　　　小・中学生250円（200円）
　　　　　　　　　　　※（　）は20名以上の団体
　　　歴史民俗展示「県北近代の鉄づくり」

　　　　＜４月10日（金）～７月12日（日）＞
　　　広島県北部の近代におけるたたら製鉄や鉄製品づくりの様子につい

　　て紹介します。
　　　

　　　第２回文化財講座

　　　　　　「邪馬台国ヤマト説の今日」　
　　　　＜６月６日（土）14:00～16:00＞
　　　　　講師：寺澤　薫（奈良県立橿原考古学研究所）　
　　　

　　　春の特別企画展「弥生の都・吉野ヶ里遺跡」展示解説会　　　

　　　　＜６月７日（日）13:00～14:00＞

★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
★広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
　　http://www.sports.pref.hiroshima.jp/
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
【文部科学省関連】
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
★国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/
★国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
★国立江田島青少年交流の家 http://etajima.niye.go.jp/
★国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
【その他】
★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■

　５月中旬から広島県内２３市町を訪問させていただいています。私にとってこの２か月，人との出会いや新たな仕事との出会い等，毎日が出会いの日となっています。

　この出会いが私の学びになっています。「勉強することはまだまだある。」と

いうのが実感です。心を開いて多くのことと出会い，たくさんのことを学んでいきたいと思っています。どんな学びと出会えるか…楽しみです。

　センターの窓から見える公園の木々の葉が，一層深い緑へと変わっていきます。この風景の変化との出会いも楽しみです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金沢　民恵）
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